
平成３０年度 松江市福祉有償運送運営協議会 議事録 

 

１ 日時  平成３１年１月２９日（火）１０：００～１０：３０ 

 

２ 会場  松江市役所 本館西棟 ５階 防災センター 

 

３ 出席者 

１）委員 足立保委員、小早川雄二委員、荒川和大委員、福田宏二委員 

     井上和広委員、大野裕司委員、佐々木弘臣委員、豊島俊委員 

     青戸和雄委員、門田広委員、安達承子委員 

 

２）申請者 社会福祉法人山陰家庭学院 

澤真吾、村上貴久、石原哲子 

 

３）事務局 福島稔健康政策課長、大峠良夫 

 

 

１．開会     １０：００～                                                                   

事務局 

それでは定刻になりましたので、平成 30年度松江市福祉有償運送運営協議会を開催いた

します。 

本日は、お忙しいところお集まりいただきありがとうございます。 

本日の司会を務めます、健康政策課長の福島でございます。よろしくお願いいたします。 

ご出席の皆様については、本来お一人ずつご紹介すべきところですが、皆様お忙しい中

お越しいただいていることもありますので、今回はお手元にお配りしております委員名簿

及び座席表にてご確認をお願いします。 

 それでは、開会にあたり松江市を代表して健康部足立次長よりご挨拶申し上げます。 

 

２．開会あいさつ １０：０２～                           

足立次長 

 本日は、ご多用中のところ、多くの委員の皆様方にご出席をいただきまして、誠にあり

がとうございます。また、平素は松江市政の推進につきまして、ご理解とご協力を賜り、

厚くお礼を申し上げます。 

 松江市では、平成 30 年 3 月末現在、総人口 20 万 2,965 人のうち、65 歳以上の高齢者は

5万 8,510 人で、高齢者の占める割合、高齢化率は 28.83％、昨年より 0.31％の増加となっ

ています。松江市においても急速に高齢化が進行している状況でございます。 

 このような中、本市では、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自立した生活ができる

ように、介護・介護予防・医療・生活支援・住まいの５つのサービスを切れ目なく一体的



に提供していくために、６つの日常生活圏域を基本に、それぞれの地域の特性を考慮した

「地域包括ケアシステム」の構築を推進しております。 

 「地域包括ケアシステム」構築に関する地域課題として、多くの地域からあげられてい

るのが、交通手段がない高齢者などの移送手段の確保です。高齢者の独居又は高齢者のみ

世帯は年々増えており、バス停まで距離がある地域や運転免許証を返納した高齢者などに

とって、通院や買い物のための交通手段が必要となっています。 

 このような課題に対しては、地域住民の支え合いで福祉有償運送などに取り組んでいた

だければと考えており、本日の会議で協議いただく山陰家庭学院など社会福祉法人におけ

る福祉有償運送も貴重な取り組みと考えております。 

 今後様々な地域で、住民の支え合いによる移送に取り組んでいただくよう、働き掛けて

まいります。 

 本日は、委員の皆様方から忌憚のないご意見をいただきますよう、お願い申し上げまし

て、開会にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。 

 本日はよろしくお願いいたします。 

 

 

３．会長専任  １０：０５ ～                       

「松江市福祉有償運送運営協議会設置要綱」第３条第２項の規定により、会長は委員の互

選により選出 

      ↓ 

意見なしにつき、事務局より提案 

      ↓ 

     承認 

      ↓ 

足立保委員を会長に推薦 

      ↓ 

     承認 

要綱第 4 条第１項の規定により、議長は会長が務めるため、以降の議事進行を足立会長が

務める 

    ↓ 

松江市情報公開条例並びに松江市福祉有償運送運営協議会設置要綱第５条第２項の規定に

基づき、公開・非公開の別を確認 

    ↓ 

公開により実施 

   

 

４．議事 道路運送法第７９条に基づく福祉有償運送の登録更新（案）について                             

足立会長 



本日の議事は「社会福祉法人山陰家庭学院による福祉有償運送の登録更新（案）につい

て」協議するものです。 

それでは、説明をお願いします。 

 

事務局 

～「道路運送法第 79 条に基づく福祉有償運送の登録更新（案）について」１～３につい

て説明～ 

 

申請者 

～４.事業概要（資料１）について山陰家庭学院より説明～ 

 

足立会長 

委員の皆様から質疑がございますか。 

発言の際は、所属、氏名を名乗り、発言いただきますようお願いします。 

 

荒川委員 

 資料１の 5 ページ、旅客の名簿で３番の利用者の方の運送を必要とする理由が前回のロ

から今回ハに変わっていますが、要支援の方は対象外なのではないか。 

 

申請者 

 この方は前回まで要介護でしたが、期間中に介護度が改善をして要支援になられた方で

す。リストには掲載をしていますが実際は利用がありません。 

 

佐々木委員 

 今回の更新申請の協議に関連するところではないのですが、現在緑ナンバーのタクシー

等ではアルコールチェック等厳しい検査を行っています。福祉有償運送では飲酒などアル

コールのチェックなどは運行前後で行っておられますか。 

 

申請者 

 専任のドライバーがいるため、その方の健康チェックや注意喚起を行い安全の確保を行

っています。アルコールチェックの機械等の使用は行っていませんが今後導入も検討し安

全確保に努めます。 

 

足立会長 

それでは「社会福祉法人山陰家庭学院による福祉有償運送の登録更新（案）」につきまし

ては、いかがでしょうか。委員の皆様の合意をいただいたとしてよろしいでしょうか。 

 ⇒委員の合意を確認 

皆様の合意をいただきましたので、山陰家庭学院及び事務局で手続きを進めていただく



ようお願いします。 

本日の協議事項については以上で終了ですが、その他委員の皆様からなにかございます

か。 

 ↓ 

特になし 

 

 移送にも有償、無償と種類はありますが人を乗せることに変わりはありません。法令等

もありますが、それとは関係のない部分でも、まずは安全の確保を最優先で運行していた

だきますようお願いいたします。 

それではこれにて議事を終了し、進行を事務局へお返しします。 

 

            

５．閉会  １０：２５ ～                             

事務局 

本日はご審議をいただき、ありがとうございました。 

山陰家庭学院様による福祉有償運送登録更新につきましては、ご承認いただきましたの

で、更新手続きを進めさせていただきます。 

それでは、以上をもちまして、平成 30 年度松江市福祉有償運送運営協議会を閉会します。 

ありがとうございました。 


